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【はじめに】高齢者を対象とした訓練は，負荷が軽く，目標とする筋を効果的に鍛える訓
練が良いと報告されている．嚥下訓練のひとつに喉頭挙上を改善する訓練がある．これは
舌骨上筋群の筋力強化を行い，喉頭挙上を改善して食道入口部の開大を図る訓練である．
喉頭挙上訓練として，開口訓練  (Wada et al, 2012) や徒手的頸部筋力増強訓練  (杉浦ら，
2008)，頭部挙上訓練  (Shaker et al, 1997) などが報告されている．徒手的頸部筋力増強
訓練は症例報告，開口訓練は症例集積にとどまるが．頭部挙上訓練はランダム化比較試験
で効果判定がされている．しかし，頭部挙上訓練は胸鎖乳突筋の筋活動が高く，早期に筋
疲労を起こすことから施行することが困難な症例が多い  (Ferdjallah et al，2000)．そこ
で著者らは，頭部挙上訓練に代わる訓練として舌挙上運動に着目した．佐藤ら  (2018) は，
健常高齢者を対象に舌骨上筋群，舌骨下筋群，胸鎖乳突筋の筋活動を計測したところ，舌
挙上運動はメンデルソン手技，頭部挙上に比較して，舌骨下筋群，胸鎖乳突筋の筋活動が
低く，舌骨上筋群をより効果的に活動させることを報告した．さらに，舌圧 50 %の強度で
舌骨上筋群の筋活動を動員すれば，舌骨上筋群の筋力強化が得られる可能性を報告した  
(佐藤ら，2018)．筋力強化には強度，持続時間，頻度など運動負荷量の設定が重要とされ
ている  (Burkhead et al,2007)．そこで，本研究では，舌挙上運動が喉頭挙上の訓練法と
して適用できるか否か，舌骨上筋群の筋疲労の点から検証する．  
【対象及び方法】対象は健常高齢者 20 名  (男性 10 名，女性 10 名，平均 70.6 ± 3.7 歳 ) (平
均  ± 標準偏差；以下同様 )とした．測定機器は，無線式表面筋電図 TeleMyo G2 EM601 
(Noraxon，米国 ) ，JMS 舌圧測定器  (ジェイ・エム・エス，広島 ) を使用した．被験筋は，
舌骨上筋群，舌骨下筋群，胸鎖乳突筋とした．測定課題は，最大舌圧の 50 % (以下，舌圧
50%) で 30 秒保持と 60 秒休憩を 1 回とし，3 回実施した．データ解析は，高速フーリエ
変換を用いて時間・周波数解析を行い，平均パワー周波数（mean power frequency: MPF, 
Hz）を算出した．周波数の継時的な変化として，線形モデル  (y = b1x + b0) を求めた．b1
は傾き，b0 は切片を示す．統計解析は，傾きについて被験筋と試行回数を要因とした分散
分析を行い，下位検定としてボンフェロニーの補正を行った．有意水準は 5 %未満とした．  
【結果】舌骨上筋群の傾きは，1 回目が -0.56 ± 1.73，2 回目が-0.68 ± 1.32，3 回目が -0.54 
± 1.37 であった．舌骨下筋群の傾きは，1 回目が 0.01 ± 0.82，2 回目が-0.17 ± 0.65，3 回
目が -0.03 ± 0.62 であった．胸鎖乳突筋は，1 回目が -0.06 ± 0.66，2 回目が-0.13 ± 0.75，3
回目が -0.17 ± 0.85 であった．二元配置分散分析では，被験筋と試行回数に交互作用  (F = 
0.210，df = 3.543，p = 0.915)，および主効果を認めなかった (被験筋：F = 2.058，df = 2，
p = 0.137，試行回数：F = 0.603，df = 1.772，p = 0.530)．  
【考察】今回，舌挙上運動が喉頭挙上の訓練法として適用できるか否か，舌骨上筋群の筋
疲労の点から検証した．舌骨上筋群の傾きは，舌骨下筋群や胸鎖乳突筋より高かったが主
効果を認めなかった．筋疲労は，表面筋電図で振幅や周波数成分の変化を捉えることが報
告されており、今後パワースペクトラムなどを行い，多角的に運動負荷量を検討していく
ことが必要と考えられた．  
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